
【6】 放物線 P の焦点を F,準線を `とする。次の (1), (2)を証明せよ。

(1) P 上に 2点 P,Qを取り、PQの中点をMとする。Mを通り P の軸に平行な直線と P の交点を Nとする。

この時、PM2 = 4MN・FN
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(2) (1)において、弦 PQ上に点 Rを取る。Rを通り P の軸に平行な直線と P の交点を Sとする。

この時、RP・RQ = 4RS・FN
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[解答]
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P の P,Qにおける接線の交点を Rとする。

4RPQの外接円と半直線 RFの交点の内 Rでない方を Sとする。

【2】(4)より、3点 R,N,Mは同一直線上に有る。

【2】(3)より4FPR∽ 4FRQ

∴PM2 = MR・MS (双対相似定理)

= 2MN・2NF (∵【3】(5),双対相似定理)

= 4MN・FN
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Sを通り PQに平行な直線と P,MNの交点をそれぞれ T,Lとする。

【3】(3)より LS = LT

∴RP・RQ = (PM+RM)(PM− RM)

= PM2 − RM2

= PM2 − SL2

= 4MN・FN− 4LN・FN (∵ (1))

= 4(MN− LN)・FN

= 4ML・FN

= 4RS・FN■
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